
  

 過去発生した金融バブルと金融危機、特に日本の住宅バブルとアメリカのサブプライム・バブルを中

心に、発生理由と経済へ与えた影響、中央銀行や政府の対応について解説しました。 

まずは、金融の基礎知識として、企業の資金調達方法に関する直接金融・間接金融、証券の新規発行

や流通を担う証券市場などについておおまかに説明しました。そのうえで、金融バブル、金融危機の定

義について示し、景気との関係や、金融危機時の中央銀行や政府の対応について説明したのち、実際の

金融バブル、金融危機では何が起こったのか、原因は何だったのか等を解説しました。日本の住宅バブ

ル、アメリカの ITバブル、サブプライム・バブルに共通するバブル形成要因の 1つは低金利によるカ

ネあまりです。他にも、日本の住宅バブルの場合は不動産神話と将来への楽観視、IT バブルの場合は

IT 成長への期待、サブプライム・バブルは不動産神話と格付けの甘さなどが挙げられます。金融バブ

ル崩壊による経済への影響を緩和するため、政府や中央銀行は銀行への公的資金の注入や金融政策を行

い、その後どのように経済が回復したのかについて、実際のデータによる図を見せながら解説しました。 
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○内 容 

 

 

 

 

 

 

   

令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

金融バブルと金融危機 

日  時：2022/9/10 

受講者数：13名 

会  場：兵庫県立大学神戸商科キャンパス情報科学研究棟 2階講義室 

講  師：社会情報科学部 助教 岩本菜々 

 

過去の金融バブルとその後の金融危機は、どういった経緯で発生し、どの程度の経済的混乱を招いた

のかを振り返ります。理解がより深まるよう、中央銀行の役割など、関連する金融の基礎知識について

もおおまかに説明しました。 


